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同
学
園
初
等
中
等
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
が
同
学
園
の
小
中
学

生
を
対
象
に
募
集
し
た
ツ
ア
ー

が
長
淵
一
帯
で
二
日
間
開
か

れ
、
合
計
十
六
人
が
参
加
し
た
。

三
日
は
小
学
校
高
学
年
の
児
童

が
生
き
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
自

然
体
験
を
し
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
に
は
興
味
津
々
だ
っ

た
。
四
日
は
中
高
生
が
シ
ャ
ワ

ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
満
喫

し
た
。
自
然
体
験
を
積
極
的 

に
教
育
へ
取
り
入
れ
て
い
る
同 

     

三
段
峡
ホ
テ
ル
の
高
下
務
さ

ん
所
蔵
の
昭
和
初
期
と
思
わ
れ 

る
黒
淵
の
写
真
で
あ
る
。 

 

祖
父
の
常
市
さ
ん
が
大

正
期
か
ら
渡
船
と
休
憩
所

の
事
業
を
始
め
、
今
の
黒

淵
荘
が
誕
生
し
た
と
さ
れ

る
。
が
、
戦
前
の
文
献
に
は

黒
淵
荘
の
名
は
な
く
、
熊 

     

セ
ン
タ
ー
の
秋
山
英
輝
初
等
中

等
特
色
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

「
普
段
で
き
な
い
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
生
徒
達
は
楽
し
そ

う
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。 

安
芸
太
田
町
の
小
学
生
七
十

九
人
は
二
十
九
日
、
川
の
安
全

講
習
や
生
き
物
探
し
、
三
段
峡 

ビ
ン
ゴ
な
ど
で
古
里
の
自
然
を 

 
 

  
 

   

正
面
口―

黒
淵
間
の
通
行
止

め
が
八
月
十
日
、
二
年
ぶ
り
に 

全
面
解
除
さ
れ
た
。
三
段
峡
観

光
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
た

め
こ
の
間
、
観
光
客
が
大
き
く 

    

南
峰
が
一
九
二
九
年
（
昭
和
四

年
）
に
記
し
た
地
図
に
「
ハ
ク

ウ
ン
テ
イ
」
と
あ
る
の
が
初
出

で
あ
る
。
中
央
の
建
物
が
白
雲

亭
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

屋
根
に
三
文
字
の
扁
額
が
掛

か
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

が
、
拡
大
し
て
も
文
字
は
読
め

な
い
。
左
横
に
は
も
う
一
棟
小 

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。
地
元

の
小
学
生
が
三
段
峡
で
川
の
体

験
に
参
加
し
た
の
は
二
〇
二
一

年
の
加
計
小
学
校
以
来
。 

交
流
事
業
の
定
員
は
三
十
人

だ
っ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
陸

と
川
の
二
部
構
成
に
し
て
、
さ

ん
け
ん
ス
タ
ッ
フ
九
人
、
広
島

市
や
同
町
教
育
委
員
会
の
職
員

四
人
の
協
力
を
得
て
運
営
し

た
。
本
宮
炎
理
事
長
は
「
地
元
の

子
供
達
が
太
田
川
で
遊
ぶ
の
は

大
切
。
多
く
の
人
の
協
力
が
あ

っ
て
実
現
し
た
」
と
、
喜
ん
だ
。 

     

減
少
し
、
事
業
者
へ
の
打
撃
が

深
刻
だ
っ
た
。
秋
の
シ
ー
ズ
ン

へ
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
同

区
間
は
二
〇
二
一
年
に
ぐ
る
の

瀬
、
二
二
年
に
赤
滝
付
近
で
崩 

 
 

   

さ
な
東
屋
が
見
え
る
。 

 

舟
は
あ
る
が
探
勝
路
か
ら
続

く
舟
着
き
場
で
は
な
く
、
撮
影

の
た
め
に
絶
壁
の
下
の
石
が
溜

ま
っ
た
狭
い
河
原
へ
上
が
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
背
景
の
建
物
と

景
観
を
意
識
し
て
こ
の
構
図
を

選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。 

衣
服
は
正
装
で
大
変
上
等
そ 

    

サ
ン
ト
リ
ー
愛
鳥
基
金
と
環

境
保
全
再
生
機
構
の
地
球
環
境

基
金
の
助
成
を
受
け
た
二
件
の

魚
類
調
査
が
八
月
、
三
段
峡
と

安
芸
太
田
町
内
の
川
で
実
施
さ

れ
た
。 

 

 

愛
鳥
基
金
に
よ
る
ヤ
マ
セ
ミ

の
餌
と
な
る
魚
類
の
調
査
は
一

日
、
水
生
生
物
の
研
究
者
内
藤

順
一
さ
ん
の
指
導
で
、
ヤ
マ
セ

ミ
部
顧
問
の
上
野
吉
雄
さ
ん
ら 

 

落
が
あ
っ
た
。 

猿
飛―

横
川
口
間
も
九
月
一

日
、
開
通
し
た
。
し
か
し
、
三
段

滝
手
前
の
探
勝
路
の
土
台
が
八

月
二
十
三
日
、
崩
れ
て
通
行
止

め
に
な
っ
た
。
開
通
時
期
の
見

通
し
は
不
明
。
餅
ノ
木
口―

三

段
滝
間
も
通
行
止
め
で
現
在
、

三
段
滝
へ
は
行
け
な
い
。 

 

う
に
見
え
る
。
探
勝
目
的
だ
け

の
来
峡
と
は
思
え
な
い
が
、
ど

ん
な
人
達
か
は
分
か
ら
な
い
。 

 

こ
の
時
代
は
季
節
を
問
わ

ず
、
自
然
を
楽
し
む
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
場
面
で
も
男
性
の
半
分
以

上
は
洋
装
、
女
性
は
ほ
ぼ
全
員

和
装
で
あ
る
。
戦
後
、
そ
れ
ほ

ど
年
数
が
経
た
な
い
の
に
、
建

物
も
服
装
も
ガ
ラ
リ
と
変
わ

る
。
世
情
の
変
化
、
文
化
の
断

絶
を
感
じ
る
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

   

十
人
が
水
梨
口
の
出
合
橋―

横

堰
間
の
八
幡
川
で
実
施
さ
れ

た
。
内
藤
さ
ん
は
「
魚
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。 

 

地
球
環
境
基
金
に
よ
る
調
査

は
二
十
二
日
、
芸
北
高
原
の
自

然
館
の
原
達
也
学
芸
員
を
講
師 

     

安
芸
太
田
町
移
住
体
験
ツ
ア

ー
が
八
月
十
八
日
か
ら
三
日

間
、
首
都
圏
な
ど
か
ら
七
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
、
豊
か
な
自

然
や
田
舎
の
暮
ら
し
に
触
れ

た
。
安
芸
太
田
町
の
主
催
。
さ
ん

け
ん
は
三
段
峡
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

担
当
し
た
。 

 

参
加
者
は
初
日
、
ビ
ジ
タ
ー 

  
 
 
 
 
 

ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
メ
ー
カ
ー
、
パ

タ
ゴ
ニ
ア
広
島
店

の
開
店
五
周
年
イ

ベ
ン
ト
が
八
月
、

同
店
で
開
か
れ
、

さ
ん
け
ん
は
二
十

七
日
、
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ

Ｐ
Ｅ
の
出
張
展
示

を
し
た
。
環
境
保

全
活
動
へ
の
寄
付

が
呼
び
か
け
ら
れ

１ 

          
 
 
 
 

本
文 

 

２
５
０
文
字 

 
 
 
 
 

 

           

に
、
本
宮
芳
太
郎
君
ら
四
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
、ド
ジ
ョ
ウ
の
生

息
状
況
を
調
べ
た
。
中
に
は
希
少

種
の
ド
ジ
ョ
ウ
と
期
待
さ
れ
た

個
体
も
あ
っ
た
が
、
普
通
種
の
シ

マ
ド
ジ
ョ
ウ
だ
っ
た
。
今
後
の
調

査
の
た
め
投
網
の
練
習
を
し
た
。 

 

町
内
の
魚
類
相
の
デ
ー
タ
は

不
十
分
で
、
今
後
も
継
続
し
て
調

査
す
る
予
定
。 

 

 
 

   

セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
生
き

物
を
観
察
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
で
超

軟
水
の
抹
茶
を
堪
能
し
た
。
長
淵

で
は
苦
戦
し
な
が
ら
ア
マ
ゴ
を

つ
か
み
取
り
し
、調
理
し
て
串
焼

き
に
し
た
。
姉
妹
滝
ま
で
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
を
体
験
、三
段
峡

や
安
芸
太
田
町
の
自
然
の
特
徴

を
聴
い
た
。 

 

て
、
さ
ん
け
ん
へ
二
万
七
〇
二
〇

円
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

梅
木
拓
未
店
長
は
二
十
六
日
、

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査
に

参
加
、
社
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
で
支
援
し
て
い
る
。
同
社
か
ら

は
調
査
へ
の
助
成
と
ウ
エ
ッ
ト

ス
ー
ツ
五
着
の
寄
付
が
あ
っ
た
。 

 
 
 

◇ 
 
 
 

◇ 

■
お
詫
び 

八
月
号
の
発
行

日
は
、
編
集
用
パ
ソ
コ
ン
に
障
害

が
発
生
し
た
た
め
、
十
五
日
付
に

な
り
ま
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

探
勝
路
が
開
通
し
た
ら
、
三
段
滝

へ
の
道
が
崩
れ
た
。
ど
こ
か
が
不

通
に
な
っ
て
い
る
の
が
常
態
化

し
か
ね
な
い
。
気
候
変
動
の
悪
影

響
は
動
植
物
だ
け
で
は
な
い
。 

  

▼
熱
帯
化
？ 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

猛
暑
日
が
続
い
た
例
年
に
な

い
酷
暑
の
夏
だ
っ
た
。
太
平
洋
高

気
圧
の
カ
ラ
っ
と
し
た
暑
さ
で

は 

  

一口メモ 

な
く
、
ム
シ
ッ
と
し
た
空
気
。
温

暖
化
で
は
な
く
熱
帯
化
と
言
う

時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
。

い
つ
線
状
降
水
帯
の
大
雨
が
降

る
か
も
知
れ
な
い
。
黒
淵
へ
の 

    

黒
淵
ら
し
い
背
景
意
識 

時
代
映
す
正
装  

（10） 

興
味
津
々
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ 

生
き
物
探
し
や
川
遊
び
に
歓
声 

 

  

 

 

鶴学園写真   

自
然
体
験
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
学
校
法
人
鶴
学
園

の
小
中
高
生
と
太
田
川
流
域
交
流
振
興
会
議
の
学

校
間
交
流
事
業
で
来
峡
し
た
安
芸
太
田
町
内
の
三

小
学
校
の
三
、
四
年
生
が
八
月
、
生
き
物
を
テ
ー

マ
に
し
た
体
験
や
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

で
歓
声
を
上
げ
、
三
段
峡
の
夏
を
楽
し
ん
だ
。 

    

三段峡の夏体験 

正
面
口-

黒
淵 

二
年
ぶ
り
開
通 

三
段
滝
手
前 

道
崩
れ
て
不
通 

二
基
金
の
事
業
で
魚
類
調
査 

 

安
芸
太
田
町
移
住
体
験
ツ
ア
ー 

さ
ん
け
ん 

三
段
峡
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当 

パタゴニア広島店開店５周年イベント 

LOUPE 出張展示 

鶴学園・安芸太田町の小中高生 

シャワークライミングに挑戦する中学生 


